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観光国際課
ガストロノミー
ツーリズム推進
事業

南アルプスから駿河湾ま
で標高差6,000ｍの自
然の中で育まれた豊かな
食材と、地域の食を取り
巻く人や歴史文化、環境
を守りながら食の豊かさ
を未来に繋げていく、静
岡市ならではの食体験
「JIMIガストロノミーシズ
オカ」を推進する。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

南アルプスから駿河湾
までの標高差6,000
ｍの自然の中で育ま
れた豊かな食材があ
るが、それを十分に活
かし切れていない。

食関連イベントの開催
を通じて地元食材や
料理、地域の食文化を
発信し、本市が食を楽
しめる地域というブラ
ンドイメージを定着さ
せる。

食関連イベントを年１
回開催する。

料理人との交流を通
じ、本市の誇る豊かな
食材や食文化の魅力
を発信する企画を実
施する。

１回開催 6,000
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地域包括ケア推進課
高齢者デジタル
ポイント事業

65歳以上の高齢者を対
象に、健康アプリを活用
し、日常生活の活動（歩
数・食事・ボランティア等）
に応じてデジタルポイント
を付与。ポイントはデジタ
ルマネーとして市内商店
等において利用可能とす
る。

● ●

【令和８年度新規事
業】
本市の要介護認定者
は増加傾向にあり、介
護予防の取組を強化
する必要があるもの
の、既存の介護予防事
業は参加者が伸び悩
んでおり、既存事業に
参加していない高齢
者の参加を促進する
必要がある。

【令和８年度新規事
業】
事業を継続して実施
し、これまで介護予防
活動に参加機会のな
かった高齢者の参加
を促す。

事業の継続実施

健康アプリを活用した
デジタルポイント事業
を導入し、これまで既
存の介護予防事業に
参加してこなかった高
齢者の参加を促すと
ともに、日常的な健康
づくりに繋げる。

１か月継続率:70％以
上
利用者の満足
度:70％以上

7,150

投入コスト
（千円）

第４次静岡市食育推進計画　令和８年度追加登載事業
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対象者（●：本人　◎：保護者） 第４次計画策定時の状況 令和７年度事業計画 令和７年度事業実績 令和８年度事業計画

（９）農林漁業生産者と消費者との交流

（１０）食文化の継承

【基本施策】

（１）栄養バランスに配慮した食生活の実践

（２）適正体重や減塩等に配慮した食生活の実践

（３）食品の安全・安心に関する知識の習得

（４）よく噛んで食べることや楽しく食べる経験を通じた食生活の推進

（５）食育の普及啓発・情報発信

（６）規則正しい食習慣の実践

（７）環境に配慮した食生活の実践

（８）地産地消の推進
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